
登壇 

 

岩瀬：株式会社テイクアンドギヴ・ニーズの岩瀬でございます。2025 年 3 月期、第 2 四半期の決

算についてご説明いたします。 

 

最初に、決算のポイントをエグゼクティブサマリーとしてまとめております。1 点目、第 2 四半期

から広告投資を強化した結果、受注は回復してきています。足元 10 月の問合せ数は、前年同時期

比 108%となっています。 

2 点目、ホテル事業は引き続き好調であり、稼働率 90%台、平均客室単価 8 万円超えの水準を維持

しております。また世界的アワード、AHEAD Asia において、アジアパシフィック圏全カテゴリー

のノミネートから最も優れたホテルを選出する特別賞、Hotel of the Year を受賞いたしました。 

3 点目、通期の段階利益において、前年比増益見込みは当初の業績予想のとおり変更はございませ

ん。受注獲得のために積極的投資を判断し、上期は業績予想を下回る結果となりましたが、その

分、先々の受注は上向いており、婚礼単価などの上昇と併せて増益を目指してまいります。 
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それでは、第 2 四半期の詳細をご報告いたします。ご覧のとおり、第 2 四半期は前年比、計画比と

もに増収減益となりました。期初から申し上げておりますとおり、婚礼事業の取扱件数は前年比で

大きくマイナスしておりますが、婚礼単価が計画以上に伸びていること、また昨年 9 月にオープン

した TRUNK HOTEL2 号店の YOYOGI PARK の稼働も含め、ホテル事業の ADR や稼働率が好調で

あること。加えてレストラン事業、婚礼運営受託事業など、そのほかの事業も計画を上回る推移に

より、増収となりました。 

婚礼事業の減価償却費、人件費などの増加、またサマリーで申し上げましたとおり、今後の受注強

化のために広告出稿を主とした投資を実施して販管費が増加し、減益となりましたが、その投資効

果は顕著に表れており、受注が回復していることから、通期の業績予想は前年比増益見込みのまま

据え置きといたします。 

経常利益の前年比、計画比と中間純利益の前年比、計画比に大きく差異がございますが、これは第

1 四半期に申し上げましたとおり、固定資産の譲渡による譲渡益が 4 億 6,900 万円発生し、特別利

益を計上しているためです。 
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営業利益の前年比詳細をグラフにまとめました。中間期は婚礼の取扱件数減少の影響が 10 億

7,900 万円と大きく、約 4 億円婚礼単価の向上で補完しましたが、減益となりました。ホテル事業

等は好調で、7 億 4,100 万円の増益となりましたが、広告投資などの販管費増加を含め、グループ

全体では減益となっています。 

第 3 四半期以降の受注強化のため、広告投資などは継続いたしますが、婚礼受注が回復傾向にある

ことや、ホテル事業、そのほかの事業などが計画を上回る好調さであることから、第 4 四半期以

降、大きく増益に転じる見込みです。 

昨年は期末に大きな投資判断をいたしましたが、今期はマーケット状況を見ながら早めに投資判断

を行っており、四半期ごとに前年比で見ると販管費の増減の差が出ております。 
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それでは、まずは受注回復の状況に関してご説明いたします。第 1 四半期の受注は前年比で 100%

を下回り、苦戦したことを申し上げました。そのため第 2 四半期以降、一定の広告投資が受注にプ

ラスの影響を及ぼすと判断し、投資を行いました。結果、グラフのように受注は回復傾向にありま

す。問合せから受注に至るまでの契約率も、高い水準を維持しております。 

集客イベントなどを行った結果、そのお客様が来館され、契約に至るまでにリードタイムがあり、

受注が月をまたいだり、各月の土日、祝日数が異なることで、受注の前年比率が月によって変動し

ておりますが、総じて問合せ数、受注数ともに増加しております。 
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受注残の状況はご覧のとおりです。前回報告の時点では、下期の受注残は前年同時期比 95.8%でし

たが、第 3 四半期は 96.8%と増加。第 4 四半期は前年比 100%を超え、101.5%の状況まで回復する

ことができております。 

 

広告投資に加え、問合せ数増加のためのリニューアルも計画的に行っております。 
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婚礼単価は右肩上がりで伸びており、前年同期比 103.6%となりました。付加価値の高い商品づく

りや、各部門の販売促進が成功している結果となっています。 

 

引き続き、海外のお客様からの問合せも増えております。今期既に受注している件数は、前年同時

期比で 166.7%となっています。オートクチュールデザインチームが手がける海外富裕層のお客様

の結婚式は、平均単価が 1,000 万円を超過する規模のものもたくさんございます。 

                            

     

     
     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     
     

     
     

     

     

     

                                            

                        

      

                    
               

                  

  

       

            

                    

                            

         

                          

                            

                                              

                                    

                                     

                          

                                                  



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

6 
 

 

自社施設ではなく、他社様の施設の婚礼運営受託の取扱件数が伸びております。10 月の時点の受

注残組数は、前年比 113.3%となっています。 

 

前回ご報告しましたとおり、同じ婚礼マーケットの事業者様に教育やシステムなどの自社リソース

を提供し、婚礼マーケット全体をマネージし、双方に利益がある事業転換に挑戦しています。 
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ここからは、ホテル事業に関してご説明いたします。各種 KPI はご覧のとおり、きわめて好調で

す。非常に高い稼働率を維持しながら、1 号店である TRUNK HOTEL、CAT STREET の ADR は、

前年同期比 1 万 1,782 円プラスとなりました。2 号店である TRUNK HOTEL、YOYOGI PARK は 1

号店の ADR を超え、8 万 5,000 円台となっています。 

TRUNK HOTEL が高い稼働率、ADR を実現できている一つの要因として、海外の方々の認知度が

高く、宿泊客の外国人比率が高いというものがあります。その理由は一般的な広告や宿泊予約サイ

トでの PR ではなく、世界的なアワードを受賞し、そのニュースが各地のメディアに掲載され、情

報の拡散に成功しているためです。 
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TRUNK が世界各地でのアワードを受賞していることは既に何度もお伝えしておりますが、つい先

日 9 月に世界的なアワード、AHEAD Asia にてアジアパシフィック圏で全カテゴリーのノミネート

から、最優秀賞となる Hotel of the Year2024 を受賞いたしました。 

そのほか、同アワードでは Guestrooms、Hotel Newbuild の二つのカテゴリーでも最優秀賞に選

出されました。このアワードはイギリスのホテルデザイン誌が主催しているため、このニュースが

各地メディアで取り上げられ、TRUNK HOTEL の認知度向上に寄与しています。ここで、AHEAD 

ASIA の審査員でもあるシンガポールの Director に、TRUNK(HOTEL) の魅力、評価されているポ

イントを、インタビューさせて頂きましたので、そちらをご覧ください。 

―（インタビュー映像）― 

TRUNK(HOTEL)が、海外の方からどのように評価されているか、客観的な視点がお分かりいただ

けたかと思います。 
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そのほか、Architectural Digest が選ぶ Great Design Awards も受賞しています。 

 

 

今後の出店予定に変更はございません。引き続き、出店開発を推し進めてまいります。 
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ここからは、連結の計算書についてご説明いたします。売上高 217 億 2,400 万円、前年比 6,200 万

円の増収。売上総利益 144 億 8,300 万円、前年比 1 億 1,000 万円の増益となりました。 

利益率の高いホテル事業が大幅に伸びている影響で、グループ全体のトップラインを稼ぐ力は強く

なっています。今後の増益のため追加投資を実施したこともあり、販売管理費は前年比 9 億 3,700

万円増加し、139 億円となったため、営業利益 5 億 8,300 万円、経常利益 3 億 1,400 万円、親会社

株主に帰属する中間純利益 4 億 3,700 万円と、いずれも中間期、現時点では減益となっています。 
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続いて、国内ウェディング事業の詳細です。当セグメントの売上高は、前年同期比 9,700 万円減の

210 億 100 万円、取扱件数は前年同期比 468 件減少し、4,431 件。単価は平均人数が 1.4 名増加し

たことに加え、販売促進も順調なため、前年同期比約 14 万円増の 398 万 8,000 円となりました。 

売上総利益は前年同期比 1,600 万円増の 141 億 1,200 万円、営業利益は前年同期比 8 億 5,300 万

円減の 14 億 3,700 万円となっています。 
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連結の BS はご覧のとおりです。不動産の売却や優先株式の取得、消却などの変動要素により、総

資産が約 24 億円減少いたしました。 

 

負債・純資産の部は以下のとおりです。コロナ禍で約 300 億円にまで膨れ上がった有利子負債

は、引き続き計画的に返済できています。 
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2025 年 3 月期の配当予想に関しましては、現時点で変更はございません。 

 

 

これまで述べてきたように、コロナ禍から業績を回復しながら、4 年連続増益と、しっかりとキャ

ッシュを稼ぎつつ、有利子負債を計画的に返済してまいりました。また今年度のはじめには優先株
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式も全て償還、消却。コロナ禍で実施した財務政策は全て終了し、今後の成長に向けての財務基盤

を整えることができました。 

しかしながら株価は婚姻件数の減少という大きなマーケットと練度を背景に、今後の成長を期待い

ただける水準には至っていないと課題視しております。このことは経営陣も非常に重要な問題と受

け止めており、長期のキャッシュアロケーション、および株主の皆様への還元方針をかねてから議

論してまいりました。 

近日中に今後の方針を発表できるよう進めておりますが、先に現時点で議論しているイメージをこ

ちらのスライドにまとめております。 

世界的にも高い評価を受け、ブランド価値を持つ TRUNK HOTEL を中心としたホテル事業の成長

期に向けて、しっかりとキャッシュを稼ぎ、EBITDA の状況を見ながら株主の皆様へ還元できるよ

う、近日中に方針を発表したいと思っています。 

 

 

ここからは、最近のトピックスをいくつかご紹介いたします。日揮ホールディングス様が推進する

FRY to FLY Project に弊社も参画しております。全国の式場で生じる廃食用油を資源として回収、

提供しております。 
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サイバーエージェント社様のグループ会社である株式会社ウェディングパーク様と、結婚式の費用

が事前にシミュレーションできる WEB サービスを開発いたしました。こちらは業界初の試みとな

ります。 

 

プロバスケットボールチーム、千葉ジェッツ様のホームゲーム会場 VIP エリアの運営受託も開始し

ております。 
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2007 年から長期にわたって取り組んできた障がい者雇用の取り組みが評価され、東京都知事賞を

受賞いたしました。今後もサステナビリティ、ダイバーシティ&インクルージョンなど、企業価値

向上の取り組みを推進してまいります。
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質疑応答 

 

岩瀬 [M]：最後に決算発表後、投資家の方々からいただいた代表的な質問に回答いたします。 

質問者 [Q]：一つ目の質問です。婚礼単価向上が成功している要因は何なのか。また今後も上昇す

る可能性があるのか。 

岩瀬 [A]：成功要因の一つは、付加価値が高く、お客様にもお選びいただけるであろう高単価の商

品ラインナップを増やしているため、自然にそちらをご選択いただけるようになっていることが大

きいと考えています。 

また説明内でも申し上げましたが、弊社は一定のシステム投資をしてきたため、結婚式準備のた

め、お客様それぞれが WEB サービスとしてマイページをお持ちです。そのマイページ上で準備を

進めていく上で、お客様の嗜好に合わせたレコメンドができるなど、仕組みが機能していることも

成功要因の一つです。そのため、今後も上昇する可能性は十分にあると考えています。 

質問者 [Q]：二つ目のご質問です。配当政策を議論中とあるが、どのような方向性で検討している

のか。 

岩瀬 [A]：資料説明の中でも申し上げましたとおり、コロナ後、2021 年 3 月期を底に売上高を伸

ばし、着実に増益を重ねてまいりました。営業キャッシュフローの拡大により、2021 年 3 月期に

はマイナスだった EBITDA も、2024 年 3 月期には 60 億円を超えるまで伸長できました。 

しかしながら婚礼市場の縮小という構造的な課題が目立ち、バリュエーションが低いままとなって

います。当社は婚礼市場に依存した成長戦略から、ホテル事業を第 2 の成長ドライバーとする。婚

礼事業で得られる安定したキャッシュフローを背景に、ホテル事業の先行投資を進めています。今

後も EBITDA の範囲で投資を進めていく方針です。 

足元ではホテル事業は好調に推移し、新設ホテルの出店も決定しています。新設ホテルの稼働と利

益貢献まで 3 年程度を見込んでおりますが、それまでの間は先々の成長にご期待いただいている株

主の皆様に対して、還元を強化することで報いていきたいと考えています。 

株主還元の方法はより直接的に還元できる配当が望ましいと考えておりますが、どのようなベンチ

マークに基づいて配当を行うべきか議論しています。繰り返しにはなりますが、ホテル新店のオー

プンまでの 2 年から 3 年は、現在の主力事業である婚礼事業を安定成長させていくことが当社の課
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題となりますが、婚礼事業の成長投資の道筋も見えてまいりましたので、近いタイミングで今後の

株主還元の方針を発表したいと考えるに至っております。 

以上でございます。引き続き、企業価値向上に向け尽力してまいります。最後までご視聴いただ

き、ありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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